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1. 平成26年6月期第2四半期の連結業績（平成25年7月1日～平成25年12月31日） 

（注）平成25年６月17日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半
期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。 
（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、26年６月期第２四半期においては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年6月期第2四半期 1,138 23.1 40 82.0 41 10.0 20 △4.4
25年6月期第2四半期 924 13.2 22 18.8 37 25.0 21 26.9

（注）包括利益 26年6月期第2四半期 20百万円 （△2.5％） 25年6月期第2四半期 21百万円 （29.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年6月期第2四半期 12.77 ―
25年6月期第2四半期 13.75 13.71

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年6月期第2四半期 804 472 58.7 294.43
25年6月期 777 465 59.8 289.89
（参考）自己資本 26年6月期第2四半期 472百万円 25年6月期 465百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年6月期 ― 0.00 ― 8.40 8.40
26年6月期 ― 0.00
26年6月期（予想） ― 8.40 8.40

3. 平成26年 6月期の連結業績予想（平成25年 7月 1日～平成26年 6月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,062 4.4 53 44.1 55 2.8 35 86.4 21.62



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成25年６月17日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期中平均
株式数を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３)連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年6月期2Q 1,605,000 株 25年6月期 1,605,000 株
② 期末自己株式数 26年6月期2Q ― 株 25年6月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年6月期2Q 1,605,000 株 25年6月期2Q 1,560,000 株
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本項に記載した将来事象に関する予測・見通し等は当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当

社及び連結子会社）が判断したものであり、それらには不確実性が内在し、将来の結果とは異なる可能性がありま

す。 

  

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、個人消費や生産活動に増加の動きがみられるようになった

ほか、設備投資は持ち直し、また、企業の収益、業況判断や雇用情勢にも改善の動きがみられるようになるなど、

緩やかな回復の動きになりました。 

北海道経済につきましても、公共工事は増加傾向、個人消費、来道観光客数や企業の生産活動は持ち直しの動き

になったほか、雇用動向の改善の動きが加わるなど、緩やかではあるものの持ち直しの動きがより鮮明となりまし

た。 

このような環境の中、当社及び当社の関係会社（当社グループ）では、主要事業セグメントであるプロモーショ

ンパートナー事業において、引き続き新規クライアント企業の獲得並びに既存顧客からの受注の拡大に努め、当第

２四半期連結累計期間における広告業界全体の回復傾向に加えて、新規獲得クライアント企業からの受注が順調に

伸びたことにより、前年同期と比較して増収増益となりました。また、主要事業セグメントを補完する収益基盤事

業のうち、債権投資事業においては、債権の回収が計画通り推移しており増収増益となりました。一方、介護福祉

事業においては、第１四半期連結会計期間と比較して入居率は改善傾向もあり、当第２四半期連結会計期間は損失

を大きく縮小したものの、通所介護事業所における損失を補うには及ばず、引続き損失を計上いたしました。 

当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は1,138,044千円（前年同期比 23.1％増）となり、売上総

利益は212,375千円（前年同期比 17.0％増）、営業利益は40,718千円（前年同期比 82.0％増）となりました。

経常利益は41,486千円（前年同期比 10.0％増）となりましたが、四半期純利益は法人税等の負担増により20,501

千円（前年同期比 4.4％減）となりました。 

当第２四半期連結累計期間における報告セグメント別の業績の状況は次のとおりです。 

  

①プロモーションパートナー事業 

当社グループの主要事業分野である広告業界においては、大手企業を中心とした企業業績の顕著な改善傾向や、

比較的高額な商品の販売が好調である等の全体的な景気回復傾向を反映して、広告費全体としても回復傾向となり

ました。しかしながら、北海道における回復は未だ本格的ではなく、クライアント企業の広告戦略の内容見直しや

経費抑制傾向は継続的であり、特に広告販促費の最適化と費用対効果を検証する傾向はさらに強まっております。

このような環境の中、新規性のある広告販促方法による企画提案力の一層の強化を図り、新規クライアント企業

の獲得並びに既存顧客からの受注機会の拡大に努めて参りました。経済環境の持ち直し傾向ならびに新規クライア

ント企業からの受注などにより、前年同期と比較して増収増益となりました。以上の結果、当第２四半期連結累計

期間の売上高は983,674千円（前年同期比 27.7％増）となり、セグメント利益は76,927千円（前年同期比 55.6％

増）となりました。 

  

＜参考・品目別の売上高＞ 

商品品目別の売上高と前事業年度からの増減は次のとおりです。 

新聞折込チラシの売上高347,522千円（前年同期比 1.8％増） 

マスメディア４媒体の売上高359,532千円（前年同期比 85.0％増） 

販促物の売上高229,539千円（前年同期比 18.4％増） 

その他品目の売上高47,079千円（前年同期比 15.8％増） 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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②債権投資事業 

当社グループの債権投資事業は、不良債権化した金融債権のセカンダリー市場において投資対象債権を購入する

ものであります。不良債権の流動化マーケットとして、金融機関等から市場へ出る金銭債権は近年低調ではありま

すが、年間17.9兆円がサービサーへ譲渡されている状況であります（平成25年４月12日付 法務省 統計調査 債権

回収会社（サービサー）の業務状況について：出所）。平成25年８月９日付金融庁が公表した不良債権（金融再生

法開示債権）の状況によれば、その残高は平成25年３月期には全国銀行合計で11.9兆円となっており、平成24年９

月期と比べ0.1兆円増加しており、金融機関が未だ一定の残高を保有していることから、今後も継続的に不良債権

の処理市場は一定規模で推移することが想定されます。 

当該事業セグメントにおいては、債権の集合体（グループ債権）の回収金額を売上高としております。債権の回

収が順調に推移していることから、当第２四半期連結累計期間の売上高は56,399千円（前年同期比 12.8％増）と

なり、セグメント利益は22,105千円（前年同期比 0.5％増）となりました。 

  

③介護福祉事業 

当社グループの介護福祉事業は、札幌市内にグループホーム１ヶ所、訪問介護（ヘルパー）ステーション１ヶ

所、サービス付き高齢者向け住宅２ヶ所を運営し、当第２四半期連結累計期間におけるグループホームの入居率は

89.7％、サービス付き高齢者向け住宅の入居率は91.0％でありました。 

当該事業セグメントでは、当第２四半期連結会計期間において各運営施設の入居率が回復傾向に転じたことによ

り、第１四半期連結会計期間よりは損失額を縮小することができたものの、当第２四半期連結累計期間を通じては

低調に推移いたしました。通所介護（デイサービス）事業所においては他施設との競争が激化し施設利用者が伸び

なかった状況を考慮し、平成25年10月末をもって事業所を閉鎖いたしました。 

今後、当該事業を軌道にのせるために、各運営施設の入居率については当第２四半期連結会計期間末時点の水準

を維持することに努めて参ります。また、入居系新規施設の開設による事業規模の拡大を進めて、当社グループの

収益に貢献する計画です。以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は98,799千円（前年同期比 5.5％減）

となり、のれんを2,330千円償却した結果、セグメント損失11,747千円（前年同期 セグメント損失2,440千円）と

なりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

当社グループの当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は804,442千円（前連結会計年度末 777,567

千円）、負債の残高は331,889千円（前連結会計年度末 312,295千円）、純資産の残高は472,553千円（前連結会

計年度末 465,271千円）となり、自己資本比率は58.7％（前連結会計年度末 59.8％）となりました。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年６月期の連結業績予想につきましては、平成25年８月14日に公表いたしました「平成25年６月期決算短

信〔日本基準〕（連結）」の連結業績予想に変更はありません。 

  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 265,394 286,123

受取手形及び売掛金 251,456 262,221

営業貸付金 61,034 44,816

制作支出金 14,431 20,445

買取債権 59,734 50,878

繰延税金資産 2,030 1,993

その他 24,533 37,323

貸倒引当金 △400 △400

流動資産合計 678,215 703,402

固定資産   

有形固定資産 15,557 20,916

無形固定資産   

のれん 42,021 39,691

その他 2,802 2,310

無形固定資産合計 44,824 42,001

投資その他の資産   

繰延税金資産 1,560 1,341

その他 37,701 37,071

貸倒引当金 △290 △290

投資その他の資産合計 38,970 38,121

固定資産合計 99,351 101,040

資産合計 777,567 804,442

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 227,765 238,144

短期借入金 661 －

1年内返済予定の長期借入金 3,575 3,300

未払法人税等 16,830 21,655

その他 49,390 49,763

流動負債合計 298,222 312,863

固定負債   

長期借入金 7,775 6,400

その他 6,298 12,625

固定負債合計 14,073 19,025

負債合計 312,295 331,889
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 139,255 139,255

資本剰余金 49,255 49,255

利益剰余金 276,976 283,995

株主資本合計 465,486 472,505

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △215 48

その他の包括利益累計額合計 △215 48

純資産合計 465,271 472,553

負債純資産合計 777,567 804,442
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成25年12月31日) 

売上高 924,239 1,138,044

売上原価 742,654 925,669

売上総利益 181,584 212,375

販売費及び一般管理費 159,213 171,657

営業利益 22,370 40,718

営業外収益   

受取利息 3,068 43

受取配当金 461 114

投資有価証券売却益 － 142

保険返戻金 11,496 －

その他 475 749

営業外収益合計 15,501 1,049

営業外費用   

支払利息 155 141

その他 － 139

営業外費用合計 155 281

経常利益 37,717 41,486

税金等調整前四半期純利益 37,717 41,486

法人税、住民税及び事業税 17,169 20,872

法人税等調整額 △891 112

法人税等合計 16,277 20,985

少数株主損益調整前四半期純利益 21,439 20,501

少数株主損失（△） △7 －

四半期純利益 21,446 20,501
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 21,439 20,501

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △142 263

その他の包括利益合計 △142 263

四半期包括利益 21,296 20,764

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 21,304 20,764

少数株主に係る四半期包括利益 △7 －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 37,717 41,486

減価償却費 3,160 3,527

のれん償却額 2,284 2,330

貸倒引当金の増減額（△は減少） 739 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △142

受取利息及び受取配当金 △3,529 △157

支払利息 155 141

未収入金の増減額（△は増加） 3,045 △3,515

売上債権の増減額（△は増加） △73,509 △10,764

営業貸付金の増減額（△は増加） － 16,218

制作支出金の増減額（△は増加） △9,497 △6,014

買取債権の増減額（△は増加） 8,856 8,856

仕入債務の増減額（△は減少） 20,113 10,379

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,885 2,942

その他 △9,883 △12,350

小計 △22,234 52,937

利息及び配当金の受取額 3,722 157

利息の支払額 △155 △141

法人税等の支払額 △13,400 △16,009

法人税等の還付額 10,259 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △21,808 36,943

投資活動によるキャッシュ・フロー   

短期貸付金の増減額（△は増加） 27,193 －

有形固定資産の取得による支出 △1,670 △892

従業員に対する貸付金の回収による収入 772 953

敷金及び保証金の差入による支出 △1,730 －

投資有価証券の売却による収入 － 332

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△11,642 －

その他 78 △116

投資活動によるキャッシュ・フロー 13,002 276

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 26,506 △661

長期借入れによる収入 13,000 －

長期借入金の返済による支出 △13,394 △1,650

リース債務の返済による支出 － △759

配当金の支払額 △13,025 △13,420

財務活動によるキャッシュ・フロー 13,086 △16,491

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,279 20,729

現金及び現金同等物の期首残高 192,567 171,366

現金及び現金同等物の四半期末残高 196,847 192,095
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年７月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、平成24年７月25日付で株式会社ウエルネスヒューマンケアの発行済株式総数

の90.0％の株式を取得し、平成24年９月20日付で第三者割当増資を引き受けたことにより、議決権の所有割合

97.8％を有する連結子会社とし、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）等に関する事業を介護福祉事

業として、新たに報告セグメントの区分に追加することと致しました。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

報告セグメント 

合計 
プロモーション 
パートナー事業 

債権投資事業 介護福祉事業 

売上高       

外部顧客への売上高  769,833  49,868  104,538 924,239

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

 412  110  － 523

計  770,245  49,979  104,538 924,762

セグメント利益 
又は損失（△） 

 49,446  21,990  △2,440 68,996

利益 金額 

 報告セグメント計  68,996

 セグメント間取引消去  699

 全社費用（注）  △47,324

 四半期連結損益計算書の営業利益  22,370

-9-

㈱インサイト(2172)　平成26年６月期　第２四半期決算短信



Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年７月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

  

  

報告セグメント 

合計 
プロモーション 
パートナー事業 

債権投資事業 介護福祉事業 

売上高       

外部顧客への売上高  982,962  56,283  98,799 1,138,044

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

 711  116  － 827

計  983,674  56,399  98,799 1,138,872

セグメント利益 
又は損失（△） 

 76,927  22,105  △11,747 87,285

利益 金額 

 報告セグメント計  87,285

 セグメント間取引消去  843

 全社費用（注）  △47,411

 四半期連結損益計算書の営業利益  40,718
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